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研究成果の概要（和文）：国際基準に記載されている避難所の環境に関連する「飲料水、食事、使用可能なトイ
レ、電気、ガス、生活用水、過密度、毛布等寝具、温度湿度、手洗い環境」の9項目を、本邦の災害対応のコン
テクスト化を行い、ウェブ上アプリを開発した。これらの9項目は厚生労働省の、施設・避難所等ラピッドアセ
スメントシートの項目として採用された。このアセスメントシートを用いて、民間及び行政が開催する研修や訓
練において、使いやすさの検証を行った。コンテクスト化した段階的な評価は、災害の専門
家や医療者、行政職員でなくても入力できることが実証された。

研究成果の概要（英文）：Drinking water, food, available toilets, electricity, gas, domestic water, 
overdensity, blankets and other bedding, temperature and humidity, and hand washing environment" 
related to the shelter environment described in the international standards.
The nine items were contextualized for disaster response in Japan, and a web-based application was 
developed. These nine items were adopted by the Ministry of Health, Labour and Welfare as items for 
the Rapid Assessment Sheet for Facilities and Evacuation Shelters. Using this assessment sheet, we 
verified its usability in training sessions and drills held by the private sector and the 
government. The contextualized, step-by-step assessment was
It was demonstrated that the contextualized step-by-step assessment can be entered by non-experts, 
medical personnel, and government officials.

研究分野： 災害保健医療

キーワード： 災害　看護　健康被害　スフィア基準　避難所　メンタルヘルス　災害支援者の質

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
1)アプリの開発により、避難所の環境要件を評価するためのツールが提供されました。これにより、災害時に迅
速かつ効果的な避難所の評価が可能となります。
2)このツールは専門家や医療者、行政職員だけでなく、一般の人々も使用できることが実証されました。これに
より、より広範な人々が災害時の避難所の状況を評価し、必要な支援を提供することができます。
3)公的な支援組織だけでなく、NGOなどの民間の支援組織も同じ評価基準を共有することができるようになりま
した。これにより、異なる組織間での連携や情報共有が円滑に行われ、より効果的な災害対応が可能となりま
す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
長期化する避難所生活と二次的健康被害: ナイチンゲールは「看護がすべきことは，自然が患者
に働きかけるための最善の条件下に患者を置くことである」(1859)と述べており，これは災害時
でも不変である．2011 年の東日本大震災，2016 年熊本地震と日本は災害が多く，その結果とし
ての避難所での長期生活では，居住空間の面積の狭さや生活習慣の変化により健康被害が懸念
される．吉村ら(2016)は，避難所生活者の生活不活発症状は自宅生活者に比べ有意に高い(オッ
ズ比男性 1.37 女性 1.30)ことを報告している．また，過密な人口・応急的な給水排水設備のた
め，調理環境や排泄環境は感染症の蔓延や食中毒の発生といった二次被害を引き起こし易い状
態が発生する(國井ら 2012)．保健師や地域看護に携わる看護師は避難所の環境を整備し、健康
被害から住民を守ることが求められる．一方で，指定避難所の運営は住民による自主運営が基本
であり，その運営は自治体が提供する避難所運営マニュアルを拠り所としている(内閣府2016)．
したがって，住民の健康被害を防ぐには，医療職・その他の支援者・避難所運営をする住民リー
ダーらが協働して，避難所を開設する段階から整った環境を想定・設置する必要がある．そのた
めには，使い易くあらゆる領域の支援者･団体が容易に使える共通の基準を使うことが望ましい． 
求められる共通基準に基づいた多職種連携: 1994 年ザイール難民キャンプにおける領域間連携
を軽視した避難所運営支援は，低栄養や感染症の蔓延によって 1 日 2,000 人以上の死者の発生
という結果をもたらし国際社会から批判を受けた（CDC 1996）．その後国連は，支援の 11 領域
を定め，全領域が協働して支援に当たるクラスターアプローチを提唱している． 
多職種連携が標準化され，その共通言語として作成されたのがスフィア基準である(2011 年日本
語訳，部分例を「スフィア基準と原稿避難所マニュアル指標例」に示す)．スフィア基準は，水
と衛生・栄養と食糧確保・避難所と避難所運営，そして保健に関する最低基準を定めている．
WHO も 1 日の必要最低量の水やトイレの数はスフィア基準に基づき勧告を出しており(WHO 
2011)，国際災害支援で使用されている共通基準と言えよう． 
スフィア基準に基づく国内災害対応: スフィア基準を活用できる人材の育成研修は，2011 年か
ら日本でも基礎編と応用編研修(各 2 日間)が開催されている．研究代表者は医療者では唯一の研
修者育成資格を持ち，医療関係者には年 2 回研修を行い，研修の有用性についても学会発表を
通して学術的に発信している（原田他 2014）．2016 年の熊本地震に際し益城町と阿蘇市では，
スフィア基準に基づいた避難所の設置や運営が行われた．しかしながら，スフィア基準は①発展
途上国での災害支援等での知見に基づくため、日本での現状にそぐわない基準があること，②災
害時避難所の設営・運営マニュアルには未だ活用されていないことが問題である.  
日本・開発国に適合した基準の必要性: 右表は，
健康被害に影響を及ぼすと考えられる項目の，
スフィア基準と代表的な避難所運営マニュア
ルとの比較である．項目の情報は自治体ごとに
ばらつきがあり，記載のない項目もある．また，
スフィア基準には日本のような先進国（医療水
準が高く高齢人口の多い社会）ではそのまま使
えない基準が含まれている．スフィア基準は災
害の規模や特徴、その国の文化や標準に合わせ
た改訂の必要性を訴えている．しかしながら、
先進国の特性を踏まえ、かつ一般性を兼ね備えた基準については，未だ科学的実証の取り組みが
なされていない．国内災害対応の事例を振り返り①日本・開発国に適した基準を作成し，②各自
治体の避難所運営マニュアルに反映できるように，基準から実際に必要な面積や物資を試算で
きる無料アプリケーションを開発する． 
 
２．研究の目的 
災害時家屋を失った住民は避難所での生活を余儀なくされ，その滞在は 6～9 か月と長期に及び
(内閣府 2016)，2 次的な健康被害が懸念される．健康被害予防には避難所の環境整備が必須であ
り，看護職の働きが欠かせない．スフィア基準は、人道支援で使用される共通基準であり，環境
整備に関する基準は国内災害でもその有用性が示唆されている．一方で開発国日本にそぐわな
い基準もある．本研究は，スフィア基準を日本版に改訂し，看護職のみならず，避難所運営を担
う住民リーダーも活用できるスマートフォン用アプリケーションを開発する. 
 
３．研究の方法 
日本の水準に合った基準を使い，避難所の規模に合わせて必要な面積や物資を試算できるアプ
リケーションを作成する。このため，前述の目標 1，2，3について，3年間で段階的に進行する．
水と衛生・栄養と食糧確保・避難所と避難所運営・保健に関する，スフィア基準に基づいた支援
経験者を対象にしたフォーカスグループインタビューを行い，基準を改訂する．インタビューデ
ータはマトリックス法を用いた質的内容分析を行う．改訂した基準は災害支援の専門家による



エキスパートパネルにより，その妥当性を検証する．その上で，汎用性の高いスマートフォン用
アプリケーションを開発する． 
 
４．研究成果 
国際基準に記載されている避難所の環境に関連する「飲料水、食事、使用可能なトイレ、電気、
ガス、生活用水、過密度、毛布等寝具、温度湿度、手洗い環境」の 9項目を、本邦の災害対応の
コンテクスト化を行い、ウェブ上アプリを開発した。これらの 9 項目は令和 2 年 5 月 7 日発の
厚生労働省大臣官房厚生科学課健康危機管理・災害対策室令和元年度医療・保健・福祉と防災の
連携に関する作業グループにおける議論の取りまとめについて（情報提供）内にて、施設・避難
所等ラピッドアセスメントシートの項目として採用された。 
このアセスメントシートを用いて、民間及び行政が開催する研修や訓練において、使いやすさの
検証を行った。コンテクスト化した段階的な評価は、災害の専門家や医療者、行政職員でなくて
も入力できることが実証された。 
又、このような共通したツールを用いることで、DMAT や DWAT のような公的な支援組織だけでは
なく、近年避難所への支援の主力を担う NGO とも災害対応における共通言語を共有することが
可能になった。共通言語を持つ効果として、NGO におけるスフィア基準の取り組みについての評
価を実施することができた。この評価では、NGO 所属の災害支援者はスフィア基準に則った支援
を実践していることが明らかになった一方で、行政および社会福祉協議会等、避難所における災
害対応の主力を担う組織においては本基準の認知度が低いことが明らかになった。本評価の成
果は 2023 年夏頃に日本語と英語でオープンアクセスが可能な資料として公開予定である。これ
らのことから、本研究成果の更なる認知度を高めるための継続的な取り組みの必要性が明らか
になった。 
加えて、国際基準に則った「心のケア」の在り方についても、日本の DPAT 等多くの支援組織が
関わる現状を踏まえてのコンテクスト化を行うことができた。この成果は災害支援者の質の保
証に寄与すると考えられる。一方で、本邦における支援者への支援は、国際基準に十分に即して
いるとは言い難い現状が明らかになった。この課題については、今後の研究課題としたい。 
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